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『普通話異読詞三次審音総表初稿」 と

『普通話異読詞審音表』審音の異同

黄 當 時

普通話審音委員会が1957年10月 及び1959年7月 に相次いで 『普通話異読詞審音表初稿』正続

二編を発表し、1962年12月 更に 『普通話異読詞審音表初稿』第三編を発表 した。そして1963年

2月 に検索使用の便を計るために、 この三者をまとめた のが 『普通話異読詞三次審音総表初

稿』(以 下 『初稿』 と略す)で ある。その後 『初稿』の一部の審音ty¥...対して新たに審訂を行 う

ため、1982年6月 、新たに普通話審音委員会が設けられ、原則 として普通話語音の発展法則に

合致し、約定俗成と現実を認めるとい う立場から字音の修訂が行われ、1985年12月27日 、国家

語言文字工作委員会、国家教育委員会、广播電視部"関 于 『普通話異読詞審音表』的通知"と

して公布され、翌年、普通話審音委員会編 『普通話異読詞審音表』(以 下 『表』 と略す)が 出

版された。

『表』には、 『初稿』で退けられた字音が多数再登場 しており、両者を比較対照することに

より、約20年 間にわたる 『初稿』が目指 した審訂音の定着状況や今後の方向をある程度窺 うこ

とができる。ここでは今後の研究 ・教学の基礎資料として、主に両者の比較か ら得 られた異同

を記 したが、資料 として使用 しやすい よう、幾つかの箇所では必要に応 じて適宜他の資料か ら

補っている。

例は絣音順とし、 『表』の併音表記を準用 した。 『初稿』の中で、正編 ・続編 ・第三編にそ

れぞれ①②③の記号を当てているが、この資料本文でも必要な場合、それに倣 って数字を加え

た。また検索の便宜上、一部にはr初 稿』の頁数を付 した。r表 』の"統 読"は 、 どの単語に

おいて も一音に読まれることを意味し、"統 読'の 注記がないものは、該当の文字に幾つかの

読音があることを意味するが、 『表』では異読のある単語の読音しか審訂 していない。文 白二

読あるものは"文"・"語"と 注記 され、 前者は一般に書面語や多音節語 ・文言成語に用いら

れ、後者は口語の単音節語や 目常使われる多音節語に用いられる。

『表』では異読のある語音しか審訂 していないため、r表 』にないものは、その語音が廃 さ

れたのか、それ とも残されてはいるが、異読がないため記載されていないだけなのかがはっき

りせず、資料として表記が適切ではない。また一般に言 う異読は、使用者の多寡や審音結果に

より、又音 ・旧読 ・俗読あるいは誤読等に下位分類されるであろうが、どの程度のものを異読
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として取 り上げるのかとい う選定基準をはっきり示す必要があろう。例えば、薄荷や出差は正

確に読めない人はいないのでわざわざ記さないが、単薄や差不多は間違えやすい人が多いため

に例示す るのであろ うか。審音委員会には今一つ誤解を生 じにくい処理 ・表記を望みたい。

拗(→瀰

⇔ni亡

薄(→bゑo

⇔b6

柄Bing

厠cさ

•·(•¨châ

Œûchà

⇔Cl

資 料 本 文

r表 』 ～ 口。

r初 稿』 拗 口瀰k�。"執 拗"的"拗"念ni禔B

『現代 漢 語 詞 典』i拗vao〈 方〉 弄 弯 使 断;折:把 竹竿 ～ 断 了。 男 見瀰;ni�B

『表』 執 ～、 脾 气 很 ～ 。

『表』 語。 常 単 用,如"紙 很 ～"。

『初 稿 』 薄b穉。"薄 弱、 淡 薄"的"薄"念b6。

『表』 文 。 多 用 于 複 音 詞 。 ～ 弱 、稀 ～ 、淡 ～ 、尖 嘴 ～ 舌、 単 ～、 厚 ～ 。

『初 稿』 薄(見 単 薄 、 淡 薄 、 厚 薄 、尖 嘴 薄 舌、 稀 薄)b6。

r現 代 漢語 詞 典 』 「薄b�ｩ 下。 男 見b穉;b6。 」 と し 【薄 荷】b�Eheの 例

を載 せ る。

r表 』 統 読 。

『初 稿 』P.8柄Bing。 把 柄b稈ing、 話 柄hu瀉ing、 権 柄qu穗bing。

『現 代 漢 語 詞 典』Bingの み。

『新 華 字 典』(1971)柄Bing、bing(又)。

r新 華 字 典』(1988)柄Bing、Bing(又)。

r表 』 統 読 。

『初 稿』p.80茅 厠 坑m穉sik駭g。

r表 』 文 。 不 ～ 累 黍 、 不 ～ 什 麼 、 偏 ～ 、 色 ～ 、 ～ 別 、 視 ～、 誤 ～、 電 勢 ～ 、

一 念 之 ～
、 ～ 池、 ～ 錯 、 言 ～ 語 錯 、 一 ～ 二錯 、 陰錯 陽 ～ 、 ～等 、 ～額 、 ～

价 、 ～強 人 意 、 ～ 数 、 ～ 異 。

r初 稿』 差 別ch稈i驕B"不 差累 黍 、不 差什 麼 、 電 勢 差 、 偏 差 、 色 差 、 視 差、

誤 差 、 一念 之 差"的"差"也 念ch竅B 差 池ch稍hi。 差 錯(① 審 為ch瀋u�)

ch稍u�B"言 差 語 錯 、一 差 二錯 、陰錯 陽 差"的"差"也 念ch竅B 差 等chadるng。

差額ch�',e。 差 价ch稻i焉B 差 強 人 意chagi穗gr駭yi。 差数ch龝h禔B 差

異ch窕i。

『表』 語 。 ～不 多 、 ～不 離 、 ～点 儿 。

r初 稿』 差不 多ch瀉udub。 差不 離ch瀉uli。 差 点 儿ch濺i穗r。

r表 』 参 ～。

『初 稿』 参 差c駭ci。
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r普通話異読詞三次審音総表初稿』 と 『普通話異読詞審音表』審音 の異同

r現 代 漢 語 詞 典 』 差ch稱① 派 遣(去 做 事):～ 遣 。 ② 差 役 。 ③ 被 派 遣 去做

'

的 事;公 務;職 務:兼 ～1出 ～ 。 男 見ch�;ch�;cl。

獪ch穩表 』 統 読 。

r初 稿 』 無 し。

r現 代 漢 語 詞 典 』獪ch笆� 獣,象 灌,喜 歓 吃 瓜(見 于 魯迅 小 説 《故 郷》)。

r新 華 字 典 』(1971)獪zh竓l 類 野獣,喜 歓 吃 瓜。

r新 華 字 典 』(1988)獲ch筺� 類 野 獣,喜 歓 吃 瓜。

場 ←うch穗g『 表 』 ～ 合 、 ～ 所 、 冷 ～ 、捧 ～ 。

r初 稿 』 場 合ch穗gh驕B"冷 場 、捧 場"的"場"也 念ch穗g。 場 所ch穗gsu�B

⇔ch穗gr表 』 外 ～ 、 竏 ～ 、 ～ 院 、 一 ～ 雨 。

r初 稿 』 場(見 外 場 、 埒 場)ch穗g。"場 院 、 一 場 雨"的"場"也 念ch穗g。

⇔chang『 表 』 排 ～ 。

『初 稿』P.86排 場p稱chang。

r現 代 漢 語 詞典 』 無 し。i排4p稱に 【排 場 】p稱・ch穗gを 載 せ る。

橙ch駭g『 表 』 統 読 。

r初 稿 』 橙(如 橙 樹 、橙 黄)ch駭g。``广 橙"的"橙"同 音 。 但"橙 子 、橙

皮"的"橙"念ch駭。

臭 ←)ch�r表 』 遺 ～ 万 年 。

r初 稿』 臭ch�。 乳 臭r珣h�(不 取r丘xih)、 銅 臭t●ngch�、 遺 臭 万年

(② 審為,YIxi劯瀟ni穗)yichduw瀟ni穗。

㊤xi禔w 表 』 乳 ～ 、 銅 ～ 。

闖chu穗gr表 』 統 読 。

r初 稿』 闖蕩(闖 蕩 江 湖)chu瀟gd瀟g。"闖"念chu瀟g,限 于"闖 蕩"。

綽echudr表 』 ～ ～ 有 余 。

r初 稿 』 綽 綽 有 余chu�hu��y禔B

『新 華 字 典 』(1971/1988)寛 裕:～ ～有 余。 迭 問屋 子 很 寛 ～(ku穗chuo)。

()chuor表 』 寛 ～ 。

r現 代 漢 語 詞 典 』 無 し。 寛ku穗に 【寛 綽 】ku穗・chuOカ ミあ る。

从C6ngr表 』 統 読 。

r初 稿』 从 容c6ngr6ng。 从 属c●ngsh禔B"扈 从 、 仆从"的"从"也 念c6ng。

呆d稱『 表 』 統 読 。

『初稿 』p.1呆 板稱b穗。

堆dui『 表 』 統 読 。

r初 稿』 堆du1。 只 在"帰 里 包堆"里 念zu1。
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妨fゑng

幅f丘

Š‹(ˆê)gé

⇔vge

•œgû

過gud

和(→hさ

()huo

脊ji

績.J1

迹Ji

嗟jie
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r表 』 統 読 。`

r初 稿』 不 妨b珵穗g、 何妨h馭穗g、 旡 妨w珵穗g。

"妨"単 用 也念f穗g
,如 説"妨 主",但"妨 碍 、 妨 害"的"妨"念f穗g。

r表 』 統 読 。

r初 稿 』 幅儿f皞。"幅"在 其 他 詞 里 念f丘 。

『表』 ～藤 、 ～布 、 瓜 ～。

r初 稿』 葛 布g饕�B"瓜 葛"的"葛"也 念g驕B 葛:s:一 一 。

『表 』 〔姓 〕 包 括単 、 複 姓 。

『初稿 』P.42葛(姓)G驕B 複姓"諸 葛"念zh琦驕BP .147諸 葛(姓)

Zh琦驕B"葛',単 用 倣 姓,念9る 。

『表 』 除"～ 碌,,、"～ 朶,,読g�O,都 読vgu。

『初 稿 』 骨碌g璉u。 骨 頭g皦ou。 骨 膜炎v//gumoyan。"脆 骨 、 露 骨 、 排 骨"

的"骨"也 念9丘 。 骨 肉v¥gurou。 骨 殖g皛hi。 骨 髄g皛ui。 骨血9並xuさ 。

『表 』 除 姓 氏 読9U6外,都 読gllﾔ。

『初 稿』 過(超 越;姓)・ 。過 分(享 受 太 過)gu6fさn。 過 逾gu6yu。 過 磅

gud-b瀟g(北 京 也 説gu6bさng,不 取 。)。過 道儿gu�瀰r(北 京 也 説gu�穉r,

不 取。)。 過 分(超 過 分 寸)gu�鈩。 過 量gu�i瀟g。 過 屠 門而 大 嚼gu�

tCtm駭駻d瀚u驕B 過 誉guδy亡 。

『現 代 漢 語 詞 典』 過 ・9UO① ② が あ る。

『表 』 唱 ～ 、 附 ～ 、 曲高 ～ 寡 。

『初 稿 』 和(見 唱和 、 附 和 、 曲 高和 寡)hさ 。

r表 』 換 ～ 、 攪 ～ 、 暖 ～ 、 熱 ～ 、軟 ～ 。

『初 稿 』 和(見 換 和 、 攪 和 、 暖和 、 熱 和 、 軟和)huo。

『現 代 漢 語 詞 典 』 無 し。

r表 』 統 読 。

r初 稿』 脊 梁jiliang。 脊 髄jisui。

r表 』 統 読 。

『初 稿』 績ji,a,,7,陰 平 。 成 績(① 審 為ch駭gji)ch駭gji。 功 績(①

審 為96ngji)96ngji。 戦 績(① 審 為zh瀟ji)zh瀟ji。

『表 』 統 読 。

『初稿 』 迹ji-・ 律 念 陰 平 。 陳 迹(① 審 為ch駭ji)ch駭ji。 古迹(① 審 為

9廿ji)9姉 。 絶 迹(① 審 為ju駛i)ju驤麕i。 斂 迹li穗ji。 墨 迹(① 審 為m�i)

m�3。 心 迹(① 審 為xinji)xinji。 踪 迹(① 審 為z�gji)zbngj3。

『表 』 統 読 。
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斤jin

框ku瀟g

藍lan

擂1駟

量 ←)li瀟g

⇔liang

潦liゑ0

拾lin

芒m穗g

盟m6ng

眛(→mi

『普通話異読詞三次審音総表初稿』 と 『普通話異読詞審音表』審音の異 同

『初 稿』 無 し。

『現 代 漢語 詞典 』 で は 「嵯ji�,又ju驕q 書〉 嘆 息:～ 嘆 。」 と し、 【嗟 悔】

ji馼ui、 【嗟 来 之食 】ji�1稱zhishiの 例 を 載 せ る。

『新 華..』(1971)嗟ji驕Aju�(又)文 言 嘆 詞:～ 乎!

『新 華字 典』(1988)嗟ji驕Aju�(又)文 言 嘆 詞:～ 乎 。

『表 』 千 ～(起 重 的 工 具)。

『初 稿 』p.94千 斤(起 重 的 工 具)qi穗jin。

r現 代 漢 語 詞 典 』 無 し。千gi穗に 【千 斤】gi穗・jin、 【千 斤頂 】gi穗j3nding

の例 を載 せ る。

r表 』 統 読 。

r初 稿』 框 框ku穗gkuang。

r表 』 茎 ～ 。

r初 稿 』 無 し。P.91に 茎 藍ipi駘aが あ る。

r現 代 漢 語 詞 典 』 無 し。 厂藍 ・1a」 が あ り、 「見K茎 藍 刀(pi邑 ・la)。

男 見1穗。 」 とす る。

『表 』 除"～ 台"、"打 ～"読1さi外,都 読1駟。

『初 稿 』 擂(如 擂 了 他 一 挙)1駟。 擂 鉢1駟b�B 擂 鼓1鑛g禔B"自 吹 自擂"的

"擂"也 念1さi
。 擂 台1鑛t稱。

『表 』 ～ 入 為 出 、 忖 ～ 。

r初 稿 』 量 入 為 出li瀟gr�駟ch禔BP.23忖 量c甁li瀟g。

r表 』 打 ～ 、拮 ～ 。

『初 稿 』P.24打 量d稷iang。P.31擴 量di穗liang。

『現 代 漢 語 詞 、典』無 し。

r表 』 ～ 草 、 四 倒 。

r初 稿 』 潦 草li穉c穉。 潦 倒(② 審 為li穉d穉)li穉d穉。

『表 』 統 読 。

r初 稿 』 無 し。

『現 代 漢 語 詞 典 』 羚ling〈 方〉 提:他 ～ 了个 木桶 到河 辺 去 打水 。

r表 』 統 読 。

『初 稿』 芒w穗g。 麦 芒m瀛w穗g。"芒 種 、 光 芒"等 的"芒"念m穗g。

r表 』 統 読。

r初 稿』p.81盟 誓(也 作"明 誓",対 天 盟 誓,盟 了 誓 。)ming-shi。"盟 誓"

做 名 詞,念m駭gshi。

『表 』 ～ 了 眼(灰 塵 等 入 目,也 作"迷")。
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⇔mi

秘mi

–Ìmô

嫉m6

澎p駭g

”˜()Pù

(⇒b瀰

槭.ql

蕁(一)gi穗

⇔x丘n

嵌gi瀟

欠gian

繞r瀰
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『初稿 』 眛 眼(塵 土 入 目,降 不 開 眼。)mi-y穗。

『表』 ～ 了一 会 儿(小 睡)、 ～縫 着 眼(微 微 合 目)。

『表 』 除"～ 魯"読bi外,都 読mi。

『初 稿 』 秘 密mimi。"神 秘"的"秘"也 念mi。"便 秘"的"秘"念bi。 秘 書

mish畯

r表 』 統 読 。

r初 稿』 摸m�B

『現 代 漢 語 詞典 』 はm6の 他 にm6が あ り、 厂摸m6同`墓'。 男 見m�B

【摸 稜】m�1駭g見Q模 稜 刀(m61駭g)。 」 とす る。

『表 』 統 読 。

『初 稿』 無 し。p.78嫉 嫉(称 呼 年 老 的 婦 女)m穃a。

『現代 漢 語 詞 典 』 鮫m竚ｩ 下 。 【嫉 嫉 】m竅Ema〈 方 〉 ① 称 呼 年 老 的 婦 女 。

② 妨 嫣 。

r表 』 統 読 。

『初 稿 』 澎 湃p駭gp瀛。

r表 』 一 ～ 十 寒 。

『初 稿 』 は この 字 を 収 め な い が 、 「暴 露bao1句 の 項 に 「"一暴 十 寒"的

"暴"
,也 作"曝",念P禔B 」 と注 記 して い る。

『現 代 漢 語 詞典 』 は 「曝(暴)P�q 書 〉 晒:一 ～ 十 寒 。`暴'男 見b瀰。 」 と

し、 【曝 光】 【曝 光表 】 【曝 露】 の 例 を 載 せ る。

『表 』 ～ 光(摂 影 術 語)。

『表 』 統 読 。

『初 稿 』 槭 樹gish禔B 不取c�h�B

r表 』 文 。 ～ 麻 。

『初 稿』 蕁 麻(也 作"姦 麻")gi穗m竅B"i蕁"不 取x甁音 。

『表』 語 。 ～麻 疹 。

r表 』 統 読 。

『初 稿』 嵌 金gi瀟jin。"鏤 嵌"的"嵌"也 念gi瀟。"狐 嵌"的"嵌"念

qi首n。

r表 』 打 哈 ～ 。

r初 稿』 打哈 欠d禀穢ian。

『現 代 漢 語 詞 典 』 無 し。哈2h竄ﾉ 【哈 欠 】h竅Eqianが あ る。

r表 』 統 読 。

『初 稿 』 で は 「単 用念r瀰,在 複 合 詞 中念Vrao。 」 と し、 纏 繞ch穗r穉 ,纏

・!



‰‡ruô

散(ト うvsan

(⇒san

喪sang

色(→sさ

(⇒sh稱

ƒ•äqshâ

苫 ←)sh瀟

(⇒sh穗

誰sh駟

勝shさng

螯(→shi

『普通話異読詞三次審音総表初稿』 と 『普通話異読詞審音表』審音の異 同

繞 茎ch穗r穉jing、 環 繞hu穗r穉,繚 繞li穉r穉、 盤i繞p穗r穉、 囲繞w駟r穉、

榮 繞yfngr穉の 例 を載 せ る。

『表』 統 読 。

r初 稿 』 援 搓ru6cuo。

r現 代 漢 語 詞 典 』で はr援ru6〈 書〉揉 搓 。男 見ru竅B 【援 搓 】ru6・cuo揉 瑳:

別把 鮮 花 ～坏 了。」 と し、 「接ru竅q 方 〉 ①(紙 或 布)皺:迭 張 紙 ～ 了。 ②

快 要破:村 衫 穿 ～ 了。 男 見ru6。 」 とす る。

『表 』 懶 ～ 、 零 零 ～ ～ 、 ～ 漫 。

『初 稿 』P.70懶 散1穗s穗。P.74零 零 散 散linglings穗s穗。P・102散 漫

　 へsanman
o

r表 』零 ～ 。

『初 稿 』p.75零 散Iingsan。

r現 代 漢 語 詞 典 』 無 し。 零21ingに 【零 散lling・Vsanカ ミあ る。

『表 』 哭 ～ 着 臉 。

r初 稿 』P.69哭 喪 着 臉k皛angzheli穗。

r現 代 漢 語 詞 典 』 無 し。 哭k福ﾉ 【哭 喪 着 臉 】k禔Esang・zheli穗が あ る。

r表 』 文 。

『初 稿』 色 差s鐵h竅B"白 色、 変 色 、 紅 色 、 黄 色 、 灰 色 、 清 一 色、 肉色 、 三

色板 、 三 色菫 、 脱 色 、 眼色 、 印 色 、 玉 色"的"色"也 念sさ 。

f表 』 語 。

r初 稿』 に 「掉 色di瀰-sh稱、 落 色1瀰-sh稱、 配 色p鑛-sh稱、 套 色t瀰sh稱、

退 色(① 審為tuisさ)tui-sh稱。 」 の 例 が 見%i..る。

r現 代 漢 語 詞 典 』 【顔 色】y穗・shai〈 口〉 顔 料 或 染 料 。

『表』 統 読 。

r初 稿』 哈(什 麼)sh焉B

『表』 動 作 義,如"～ 布"。

r初 稿』 苫 布sh穗b�B

『表』 名 物 義,如"草 ～子"。

r表 』 又 音shui。

r初 稿』 誰(① 審不 取sh駟音)shui。sh駟(又)。

『表』 統 読。

r初 稿』 勝 任shさngrさn。"不 勝 枚 挙 、 弱 不 勝 衣"的"勝"也 念shさng。"勝"

旧読sh駭go

r表 』 文 。
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⇔zh�

熟 ←)sh�

⇔sh6u

沓(→t�

⇔ta

⇔d�

苔(→t稱

(⇒t稱

往vWang

唯w駟

萎wさi

溪xi

鮮xi穗

文 学 部 論 集

r初 稿』 無 し。

『現 代 漢語 詞典 』 に 「螯穉」 は あ るが
、 「螯shi」 は な い。 「螫shi〈 書〉 蜚

(zh�)。」 が あ り、r表 』 は誤 植 で あ る。

r表 』 語 。

『初 稿』 無 し。

r表 』 文 。

『初 稿 』 熟(① 審 為sh6u)sh禔B 熟 練sh璉i瀟 。 熟悉sh砡i。 熟 習shuxi。

r表 』 語 。

r表 』 重 ～ 。

『初 稿 』 沓(見 雑 沓 、重 沓)t焉B 一 沓 紙 的"沓"念d� 。

r表 』疲 ～ 。

『初 稿 』 疲 沓(也 作"疲 榻")pita。

『現 代 漢 語 詞 典 』 無 し。 疲P1に 「【疲 搨 】pi・ta松 解推 沓
。 也 作 疲 沓 。」 と

あ る。

r表 』一 ～ 紙 。

r表 』 文。

『初 稿』 苔t稱。 青 苔gingt稱。"舌 苔"念sh騁稱 。

、『表 』 語 。

r初 稿』 舌苔sh騁稱。

、r表』 統 読 。

r初 稿 』 無 し。

『現 代 漢 語 詞 典 』 往VWang① 去。 ② 向(某 処 去) 。 ③ 過 去 的 。 往w瀟g介

詞,向 。

r表 』 統 読 。

『初 稿 』 唯 唯 諾 諾V・weiV・weinu�u� 。

r表 』 統 読 。

『初 稿 』 萎 縮V・We1Si10。 但"萎"単 用 念 陰 平 ,如"气 萎 、 買売 萎"。 萎 謝

　げロ 　へ
weixieo

r表 』 統 読 。

『初 稿 』 溪xi。 不 取qi音 。

『表 』 屡 見 不 ～ 、 数 見 不 ～ 。

『初 稿 』 無 し。P・77屡 見 不 鮮1琮i瀟b�i穗 。P.110数 見 不 鮮shudji瀟

b砡i穗o

『現 代 漢 語 詞 典 』 はxi穗の 他 に ・vxianを収 め
、 「鮮 ・vxian少:～ 見1～ 有 。」
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哮xi瀰

尋x丘n

馴

沿

へ
xun

ノ

yan

蔭yin

哨

鑿

クzan

ノ
zao

偵zh駭

指zhi

擲zhi

『普通話異読詞三次審音総表初稿』 と 『普通話異読詞審音表』審音 の異同

とす る。

r表 』 統 読 。

r初 稿』 哮 喘(① 審 為xiaoch磁n)xi穉chu穗。"咆 哮"的"哮"也 念xiao。

r表 』 統 読 。

r初 稿 』 無 し。P.128尋 思xinsi。"尋 找"的"尋"念xftn。P.129尋 死

ノ サ
X111-S10

r現 代 漢 語 詞 典 』 で はx{tnの 他 にxinを 収 め 、 「尋xin義 同`尋2'(x�)。

男 見x�。 」 の 後 に 【尋 短 見】xindu穗ji瀟、 【尋 開 心】xink稱xin、 【尋 死 】

xin//S1、 【尋 死覓 活】xinSImihu6、 【尋 思 】xin・si等 の例 を 載 せ る。

『表 』 統 読 。

r初 稿』 馴 服x�f禔B"馴"不 取 去 声。 馴 順x甁sh甁。 馴 養x甁y穗g。

『表 』 統 読 。

r初 稿 』 無 し。

『現代 漢 語 詞 、典』 で はy穗の 他 にy瀟を 収 め、 「沿y瀟(～ 儿)水 辺:河

～1溝 ～ 儿 。」 とす る。

r表 』 統 読 。"樹 ～"、"林 ～道"応 作"樹 陰"、"林 陰 道"。

『初 稿 』 無 し。

「現 代 漢 語 詞 典 』 に はyinの 他 にyinが あ り 「蔭yin樹 蔭 。 男 見yin。 」

の後 に 【蔭 蔽 】yinbi、 【蔭 翳 】 【陰 翳 】yinyzの 例 を載 せ る。

r表 』 統 読 。

『初 稿 』 哨 家(我)z稻i竅B 哨 們z穗men。

r表 』 統 読 。

『初 稿 』p.152鑿 柄zu�ui。"穿 鑿 、 斧 鑿 痕 、 確 鑿 、 柄鑿"的"鑿"也 念

zu�B"鑿 子 、 鑿 个 洞"的"鑿"念z穉。

r表 』 統 読 。

『初 稿 』 無 し。

r現 代 漢 語 詞 典 』 慎zhさng量 詞,幅(用 于 字 画 等)。

『表 』 統 読 。

r初 稿 』P.144指 甲zhijia。"大 指 、 大 拇 指"的"指"念zhi。"指 頭"念

zhitou。p.145指 頭zhitou。"大 指 、 大 拇 指"的"指"念zhi。"指 甲"念

zhijia。 才旨導zhid穉。P・146才 旨摘zhizh稱。

r表 』 統 読 。

r初 稿 』p.145擲 色 子zhish稱zi。"擲 還"的"擲"念zhi。p.146擲 還

zhihu穗。"擲 色 子"的"擲"念zhi。
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’}zhû

卓zhu6

•ìZUÔ
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r表 』 統 読 。

r初 稿 』筑(見 建 筑)zh禔B 地 名"貴 筑"的"筑"念zh禔B

r表 』 統 読 。

r初 稿』 卓(姓)Zhu�B 不 取 陽平 。 卓 見zhu�i瀟。 卓 絶zhu�u�,。 卓 識

zhu�hi。 卓 著zhu�h�B

『表 』 除"～ 坊"読zu6外,其 余 都 読zu�B

r初 稿』 作zu6。 打夜 作d窕閊ub。 自作 自受zizu�ish�。 作 践zu6jian。

作 嘔zu�'vou。
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